
１．市政アンケート調査の概要

（１） 目 的

（２） 調 査 対 象 者

（３) 調 査 方 法 ①案      内：郵送・メール
②回      答：郵送・インターネット

（４） 調 査 主 体 福岡市　市長室　広聴課

２．第３回調査の概要

（１） 調 査 時 期

（２） 調 査 対 象 者 数

（３） 回 答 者 数 531人

（４） 有 効 回 答 率 85.0％

（５） 調 査 テ ー マ ①「福岡市内で生産された食材など」について

②「情報通信の利用状況」について

③「道路整備」について

④「文化芸術」について

３．注意点

（１）

（２） 小数点第２位を四捨五入しているため、百分率の合計が１００％にならない場合もあります。

（３） 複数回答ができる設問では、回答率の合計が１００％を超えることがあります。

（４） 今回の調査結果の詳細についてのお問い合わせは、各事業の所管課にお願いします。

②任      期：令和8年４月3日から令和9年３月３１日まで

令和８年度  市政アンケート調査
第3回結果報告(概要版)

①本市の施策や事業に関するアンケートを実施し、施策推進の
　 ための参考とする。

②アンケート調査を通じ、市民の市政への関心や理解を深める。

福岡市内に居住する満１８歳以上の市民６３６人（就任時）

①選考方法：住民基本台帳から無作為に抽出した市民の中から
                承諾を得て依頼

各設問の母数（調査の元になる数）は、（Ｎ＝）または（ｎ＝）で表記しています。ただし、グラフ
中に特に表記がないものについての母数は、各テーマ横にある（Ｎ＝）の数字となります。

令和8年7月27日から8月10日まで

625人



①「福岡市内で生産された食材など」について（N=531）

≪「ふくおかさん家のうまかもん」を知っていたか≫

≪市内産食材等を積極的に購入しているか≫

積極的に購入

している

25.4%

積極的に購入したいが、

現状していない

56.7%

積極的に購入したいとは

思わない

17.3%

無回答

0.6%

言葉も、内容も知っている

5.1%
言葉は知っているが、内容は知らない

12.8%

言葉も、内容も知らない

82.1%

『知っている』

17.9%

※『 』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの

例：『そう思う』＝「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」



②「情報通信の利用状況」について（N=531）

≪今後期待する福岡市のインターネットを利用した情報化の取り組み≫

◆年代別（一部抜粋）

74.4

54.4

44.3

24.9

23.7

20.5

19.0

17.1

15.8

7.7

1.9

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身近な行政手続の利便性向上

マイナンバーカードを利用した手続きの拡充

各種支払の利便性向上

情報通信環境の充実

高齢者や児童生徒の情報活用能力の向上のための情報教育の充実

市政運営への市民参加の促進

生成ＡＩや小型センサーなどの先端技術を活用した取組み

地域活性化の取り組み推進

ＳＮＳやホームページを活用した市政情報発信

オンライン授業体制の拡充

その他

特にない 回答は５つまで

74.4

63.2

75.0

84.8

85.2

77.5

61.7

54.4

61.8

53.9

63.3

61.1

42.5

46.7

23.7

11.8

13.2

16.5

19.4

23.8

45.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（N=531）

18～29歳（n=68）

30代（n=76）

40代（n=79）

50代（n=108）

60代（n=80）

70歳以上（n=120）

マイナンバーカードを利用し…

全 体（N=531）

18～29歳（n=68）

30代（n=76）

40代（n=79）

50代（n=108）

60代（n=80）

70歳以上（n=120）

高齢者や児童生徒の情報活…

全 体（N=531）

18～29歳（n=68）

30代（n=76）

40代（n=79）

50代（n=108）

60代（n=80）

70歳以上（n=120）

■マイナンバーカードを利用した手続きの拡充

■高齢者や児童生徒の情報活用能力の向上

のための情報教育の充実

「高齢者や児童生徒の情報活用能力の

向上のための情報教育の充実」は、70

歳以上の割合が45.8%と最も高く

なっています。

■身近な行政手続の利便性向上



≪生成AI等の先端技術を活用した行政サービスへの期待≫

◆年代別（一部抜粋）

61.2

46.7

38.2

22.2

17.7

16.9

15.1

0.8

5.5

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行政手続の申請書類・申請内容の作成支援

市民からの問い合わせ対応

防災・緊急情報の案内

福祉・介護・子育てなどの相談対応への活用

まちづくり・地域課題への活用

市政情報の発信

学校教育・生涯学習への活用

その他

わからない

特に期待することはない 回答は３つまで

61.2

55.9

69.7

68.4

75.0

61.3

41.7

38.2

29.4

31.6

40.5

29.6

45.0

49.2

15.1

20.6

21.1

17.7

15.7

8.8

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体（N=531）

18～29歳（n=68）

30代（n=76）

40代（n=79）

50代（n=108）

60代（n=80）

70歳以上（n=120）

防災・緊急情報の案内

全 体（N=531）

18～29歳（n=68）

30代（n=76）

40代（n=79）

50代（n=108）

60代（n=80）

70歳以上（n=120）

学校教育・生涯学習への活用

全 体（N=531）

18～29歳（n=68）

30代（n=76）

40代（n=79）

50代（n=108）

60代（n=80）

70歳以上（n=120）

■防災・緊急情報の案内

■学校教育・生涯学習への活用
年代別にみると、「行政手続の申請書類・申請内容の作成

支援」は、５０代の割合が75.0％と最も高くなっていま

す。

「防災・緊急情報の案内」は、70歳以上の割合が49.2%

と最も高くなっています。

「学校教育・生涯学習への活用」は、30代の割合が

21.1％と最も高くなっています。

■行政手続の申請書類・申請内容の作成支援



『重要』
（上段）

『満足』
（下段）

98.1

29.8

97.9

78.1

94.7

58.5

94.9

71.9

78.4

46.0

80.6

74.0

68.5

59.3

65.9

42.9



0% 25% 50% 75% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%



④「文化芸術」について（N=531）

≪文化芸術の鑑賞・実践頻度≫ 

≪福岡市の文化的な環境に対する満足度≫

外出を伴った文化芸術を『鑑賞している』と回答した方は75.0％でした。

また、メディア（書籍、テレビ、ラジオ、CD・DVD、インターネット配信等）により文化芸術を『鑑賞している』と回

答した方は85.2％でした。

満足している

14.1%

どちらかといえば満足している

63.5%

どちらかといえば満

足していない

15.3%

満足していない

4.5%

無回答

2.6%

福岡市の文化的な環境に対する満足度について、『満足』と回答した方は77.6％となりました。

『満足』

77.6%

1.1

32.8

1.3

0.9

11.7

1.9

16.8

25.6

7.9

41.1

13.2

12.4

15.1

1.9

7.7

24.5

12.8

67.4

0.6

2.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出を伴った鑑賞頻度

メディアによる鑑賞頻度

文化芸術活動の実践頻度

週に複数回 週に１回程度 月に１～３回程度 年に数回程度

年に１回程度 鑑賞・実践していない 無回答

『
鑑
賞
・
実
践
し
て
い
る
』

75.0

85.2

31.2
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